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平
成
十
五
年
八
月
二
十
日
（
水
）、
修

善
寺
町
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
に
て
、

四
町
の
合
併
協
定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、

合
併
協
議
会
委
員
、
各
町
議
会
議
員
や
各

町
関
係
代
表
者
が
見
守
る
な
か
、
四
町
長

と
立
会
人
の
静
岡
県
知
事
、
四
町
議
会
議

長
が
、
合
併
協
定
書
に
署
名
を
行
い
ま
し

た
。式

典
は
、
午
前
十
時
か
ら
中
伊
豆
町
長

の
開
式
の
辞
で
始
ま
り
、
天
城
湯
ケ
島
町

長
が
、
合
併
協
定
調
印
式
を
迎
え
る
ま
で

の
経
過
報
告
を
述
べ
ま
し
た
。

引
続
き
合
併
協
定
書
に
修
善
寺
町
長
、

土
肥
町
長
、
天
城
湯
ケ
島
町
長
、
中
伊
豆

町
長
の
順
で
署
名
が
行
わ
れ
、
立
会
人
と

し
て
静
岡
県
知
事
、修
善
寺
町
議
会
議
長
、

土
肥
町
議
会
議
長
、
天
城
湯
ケ
島
町
議
会

議
長
、
中
伊
豆
町
議
会
議
長
の
順
で
署
名

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
辞
で
は
、
会
長
の
修
善
寺
町
長
が
、

こ
れ
か
ら
は
「
伊
豆
市
」
と
し
て
の
自
治

体
の
自
己
決
定
、
自
己
責
任
が
強
く
求
め

ら
れ
る
。
環
境
等
を
考
慮
し
維
持
し
な
が

ら
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
で
き
る
体
制

が
重
要
で
あ
る
。」
と
新
市
へ
の
課
題
と
合

併
関
係
者
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
石
川
嘉
延
静
岡
県
知
事
と
水

口
俊
太
郎
静
岡
県
議
会
議
長
か
ら
、
新
市

「
伊
豆
市
」
へ
の
期
待
を
込
め
た
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
土
肥
町
長
の
閉
式
の
辞
で
式

典
が
終
了
し
ま
し
た
。

「伊豆市」に向けて、合併協定調印式を挙行
～4町長が静岡県知事立ち会いのもと

25項目の合併協定書に署名～

▲合併協定書の調印書を持ち寄って立ち会いの県知事とともに（左から土肥町長、修善寺町長、静岡県知事、中伊豆町長、天城湯ケ島町長）
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合 併 協 定 調 印 式 次 第
1 開 式 の 辞 副会長　中伊豆町長 海瀬 英治
2 経 過 報 告 副会長　天城湯ケ島町長立岩 博明
3 調　　　印 4町長
4 立会人署名 静 岡 県 知 事 石川 嘉延 様

修善寺町議会議長　遠藤 正寿 様
土肥町議会議長　 勝呂 宗夫 様
天城湯ケ島町議会議長 大川 富也 様
中伊豆町議会議長　石和 信一 様

5 式　　　辞 会　長　修善寺町長　大城 伸彦
6 来 賓 祝 辞 静 岡 県 知 事 石川 嘉延 様

静岡県議会議長　　水口 俊太郎 様
7 閉 式 の 辞 副会長　土肥町長　鈴木　衛

本
日
は
、
石
川
静
岡
県
知
事
、
水
口

県
議
会
議
長
、
石
橋
県
議
会
議
員
、
小

野
県
議
会
議
員
並
び
に
構
成
四
町
の
町

議
会
議
員
、
合
併
協
議
会
委
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
務
の
ご
多
忙

の
お
り
、
修
善
寺
町
外
三
町
合
併
協
議

会
合
併
協
定
調
印
式
に
ご
臨
席
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
た
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
た
だ

今
、
石
川
静
岡
県
知
事
、
四
町
の
町
議
会

議
長
お
立
会
い
の
も
と
、
合
併
協
定
調

印
を
完
了
い
た
し
ま
し
た
。
感
無
量
で

ご
ざ
い
ま
す
。
先
程
、
合
併
の
経
過
報

告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
修
善
寺
町
外
三

町
合
併
協
議
会
が
本
年
一
月
一
日
に
発

足
い
た
し
ま
し
て
、
一
月
二
十
四
日
に

第
一
回
合
併
協
議
会
を
開
催
し
、
以
来

七
ヶ
月
間
に
渡
り
合
併
に
つ
い
て
の
さ

ま
ざ
ま
な
議
題
に
対
し
、
合
併
協
議
会

委
員
の
皆
様
に
は
、
精
力
的
に
、
か
つ
、

積
極
的
な
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
二
十
五
の
協
定
項
目
と
十

八
の
各
種
事
務
事
業
に
つ
き
ま
し
て
調

整
方
針
を
確
認
す
る
と
共
に
、
各
町
ご

と
に
住
民
説
明
会
、
あ
る
い
は
合
併
報

告
会
等
を
実
施
し
、
本
日
の
合
併
協
定

調
印
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
四
町
は
来
年
、
す
な
わ
ち
、

平
成
十
六
年
四
月
一
日
に
新
し
い
自
治

体
「
伊
豆
市
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
伊
豆
市
の
人
口
は
三
万
八
千
人
、

面
積
は
三
六
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

現
在
の
と
こ
ろ
静
岡
市
、
本
川
根
町
に

つ
い
で
県
下
第
三
位
の
広
さ
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
新
市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
「
人
あ
っ
た
か
、
ま
ち
い
き
い
き
、

自
然
つ
や
つ
や
、
伊
豆
市
」
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
独
自
の
地
域
づ
く
り
や
行
財

政
改
革
の
推
進
、
日
常
生
活
圏
の
拡
大

や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
高
度
化
が

叫
ば
れ
る
な
か
、
自
治
体
の
自
己
決
定
、

自
己
責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。
特
に
行
財
政
基
盤
の
強
化
を

図
る
た
め
、
ス
リ
ム
な
組
織
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
意
思
決
定
、
そ
し
て
、
サ
ス
テ

ー
ナ
ブ
ル
、
こ
れ
は
維
持
で
き
る
と
い

う
意
味
で
す
。
サ
ス
テ
ー
ナ
ブ
ル
な
体

制
づ
く
り
は
必
要
条
件
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
合
併

を
機
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

今
回
の
合
併
協
議
の
な
か
で
、
静
岡

県
の
支
援
は
、
重
点
支
援
地
域
の
指
定
、

優
秀
な
る
県
職
員
の
派
遣
、
合
併
支
援

室
を
始
め
と
す
る
県
政
各
部
に
わ
た
り

助
言
や
財
政
支
援
等
を
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
今
後
と
も
、
伊

豆
市
に
対
し
格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
四
町
の
議
会
議
員
及
び
協
議

会
委
員
の
皆
様
に
は
、
こ
の
合
併
に
向

け
ま
し
て
更
な
る
ご
協
力
、
ご
決
断
を

引
き
続
き
お
願
い
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

最
後
に
、
四
町
合
併
実
現
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
と
、
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
し
た
四
町
の
全
町
民
に
対

し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
し
て
、
合
併

協
定
調
印
式
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

「
伊
豆
市
」
誕
生
に
向
け
て

修
善
寺
町
外
三
町
合
併
協
議
会

会
　
長

大
城
　
伸
彦

合併協定書の締結と合併申請手続について
合併協議会において合併の協議が整うと合併協定書を締結す
ることになります。調印は合併関係町の長及び立会人が署名す
るのが通例のようです。
今後、各町長はこの合併協定書をもとに合併関係議案として、
配置分合（合併）や議会の議員の定数・在任に関する特例、農
業委員会の委員の任期等に関する特例、財産処分についての案
件をそれぞれの町議会に提出し、議決を経て、県に提出する合
併の申請手続を行うことになります。

▲調印書に署名をする土肥町長 ▲立会人署名する4町議会議長

▲調印終了後、握手する4町長と知事

▲合併協定書には、4町長の調印と立会人の署名

会長式辞
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第
十
四
回
合
併
協
議
会

報
告
事
項

1 報告事項
(18) 合併調印式について
(19) 合併特例期間における農業委員会の選

挙による委員の4町定数割について
(20) 合併協議会の今後の進め方について
(21) 新市建設計画（合併まちづくり計画）

について
2 その他
今後の日程確認

第14回合併協議会の次第７
月
30
日
（
水
）

修
善
寺
町

催
予
定
等
に
つ
い
て
、
次
の
予
定
日
に

開
催
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

（
1
）
第
15
回
合
併
協
議
会
開
催
予
定

平
成
十
五
年
十
月
一
日
（
水
）

（
２
）
第
16
回
合
併
協
議
会
開
催
予
定

平
成
十
五
年
十
二
月
三
日
（
水
）

（
３
）
第
17
回
合
併
協
議
会
開
催
予
定

平
成
十
六
年
三
月
三
日
（
水
）

第
二
十
一
号
　
新
市
建
設
計
画
（
合
併

ま
ち
づ
く
り
計
画
）
に

つ
い
て

新
市
建
設
計
画
（
合
併
ま
ち
づ
く
り

計
画
）
を
七
月
二
十
四
日
付
け
で
静
岡

県
知
事
に
提
出
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

そ
の
他

合
併
調
印
式
の
日
時
等
を
再
度
確
認

し
ま
し
た
。

第
十
八
号
　
合
併
調
印
式
に
つ
い
て

合
併
調
印
式
の
期
日
、
会
場
、
次
第

内
容
に
つ
い
て
、
合
併
協
議
会
委
員
へ

の
出
席
の
依
頼
と
と
も
に
、
内
容
に
つ

い
て
確
認
、
報
告
し
ま
し
た
。

第
十
九
号
　
合
併
特
例
期
間
に
お
け
る

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員

の
四
町
定
数
割
に
つ
い
て

合
併
特
例
期
間
に
お
け
る
農
業
委
員

会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
四
町
定
数
割

に
つ
い
て
、
修
善
寺
町
外
三
町
農
業
委

員
会
合
併
研
究
会
に
お
い
て
、
修
善
寺

町
六
人
、
土
肥
町
三
人
、
天
城
湯
ケ
島

町
五
人
、
中
伊
豆
町
六
人
と
す
る
こ
と

で
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
二
十
号
　
合
併
協
議
会
の
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て

合
併
調
印
式
後
、
合
併
協
議
会
の
開

調印した合併協定項目一覧
1 合併の方式
2 合併の期日
3 新市の名称
4 新市の事務所の位置
5 財産、債務の取扱い
6 議会の議員の定数及び任期の取扱い
7 農業委員会の委員の定数及び任期の取扱い
8 地方税の取扱い
9 一般職の職員の身分の取扱い
10  特別職の身分の取扱い
11  条例、規則等の取扱い
12  事務組織及び機構の取扱い
13  一部事務組合等の取扱い
14  使用料、手数料等の取扱い
15  公共的団体等の取扱い
16  補助金、交付金等の取扱い
17  町名・字名の取扱い
18  慣行の取扱い
19  国民健康保険事業の取扱い
20  介護保険事業の取扱い
21  消防団の取扱い
22  公の施設の取扱い
23 各種事務事業の取扱い
1 姉妹都市、国際交流事業
2 電算システム事業
3 広報広聴関係事業
4 消防水防防災関係事業
5 交通関係事業
6 自治会・行政連絡機構
7 都市計画関係事業
8 保健衛生事業
9 福祉関係事業
10 環境対策事業
11 農林水産関係事業
12 観光、商工関係事業
13 建設（港湾）関係事業
14 上下水道事業
15 学校教育事業
16 社会教育（生涯学習）事業
17 公社、第三セクター等の扱い
18 その他の事業

24  地域審議会の取扱い
25  新市建設計画

合併の手続等スケジュール

8月 20日　合併協定調印式
26日　各町議会合併議決（臨時議会）

9月 11日　合併申請書県提出

10月 県知事による総務大臣との協議
（市制要件等審査・同意）

11月

12月 県議会による議決
県知事による総務大臣への届出

1月

2月 総務大臣による合併の告示
（合併の効力の発生）

3月 首長職務代理者の選任
各町閉庁式

4月 1日　新市開庁式
伊豆市長選挙（合併期日から50日以内）

5月

平
　
成
　
15

年

平
　
成
　
16

年

伊豆市誕生までのスケジュール

平成15年2月から毎月発行してきました合併協
議会だよりも第8号となりました。合併協定調印
式も無事終了し、合併する町職員ともども伊豆市
誕生までの合併準備作業に全力で取り組んでおり
ます。
次号の合併協議会だよりは、10月予定の合併協
議会の報告に合わせて発行しますので、10月以降
の合併協議会だよりの発行は不定期となります。

ご了承ください。

合併協議会からお知らせ

伊 豆 市 誕 生

年　月
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合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
　
下

新
市
の
施
策（
つ
づ
き
）

七
月
十
六
日
の
第
十
三
回
合
併
協
議
会
で
新
市
建
設
計
画
「
合
併
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
が
静
岡
県
と
の
協
議
を
調
え
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
新
市
「
伊
豆
市
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
新
市
の
ま
ち

づ
く
り
計
画
に
つ
い
て
、
前
号
に
引
き
続
き
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

新市建設計画　

第6章
【
基
本
方
向
】

新
市
の
将
来
に
は
、
年
齢
や
男
女
の

区
別
、
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
自
ら
一
生
懸
命
に
考

え
、
行
動
し
、
地
域
を
担
っ
て
い
け
る

人
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
創
造

力
あ
る
人
が
、
自
ら
の
地
域
の
将
来
に

つ
い
て
責
任
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
学
習
環

境
を
整
備
し
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統
的

な
祭
り
や
行
事
、
文
化
財
な
ど
の
保
存

と
継
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
国
際

交
流
の
機
会
を
通
じ
て
新
た
な
地
域
文

化
を
創
造
し
ま
す
。

【
施
策
の
方
針
】

（
１
）
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
の
推
進

新
市
に
お
い
て
地
域
づ
く
り
や
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

創
造
力
あ
る
人
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
伊
豆
市
未
来
塾
（
仮
称
）

を
創
設
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
起
こ

し
な
ど
地
域
を
担
う
人
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

（
2
）
生
涯
学
習
の
推
進

地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い

を
見
つ
け
ら
れ
る
生
涯
学
習
の
機
会
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
施

設
の
整
備
充
実
や
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
に
よ
る
学
習
情
報
の
共
有
化
の

推
進
な
ど
、
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

生
涯
学
習
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
生
涯
学
習
推
進
の
構
想
の
中

で
、
社
会
教
育
の
果
た
す
役
割
を
明
確

に
し
な
が
ら
、
森
づ
く
り
体
験
や
郷
土

芸
能
等
の
地
域
に
根
付
い
た
文
化
へ
の

取
組
み
な
ど
特
色
の
あ
る
生
涯
学
習
を

促
進
し
ま
す
。

（
3
）
学
校
教
育
の
充
実

幼
児
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、

幼
稚
園
と
保
育
園
の
連
携
を
図
り
教
育

内
容
及
び
保
育
内
容
の
充
実
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
環
境
教
育
や
国
際
化
に
対
応

し
た
語
学
教
育
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活

用
し
た
学
習
な
ど
教
育
内
容
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
多
世
代
交
流
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
、
心

の
教
育
や
相
談
機
能
の
充
実
な
ど
学
校
、

地
域
、
家
庭
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

1

創
造
力
あ
る
人
づ
く
り

施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
学
校
規

模
の
適
正
化
を
考
慮
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
習
で
き
る
よ
う

老
朽
化
し
た
校
舎
や
体
育
館
な
ど
の
補

修
、
改
修
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
安
全
な
学
校
給
食
を
推
進

す
る
た
め
施
設
の
改
善
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
食
材
利
用
を
推
進
し
ま

す
。

（
4
）
歴
史
・
文
化
の
保
存
と
継
承

歴
史
的
資
源
の
保
存
と
活
用
に
努
め
、

伝
統
的
な
祭
り
や
地
域
固
有
の
芸
術
文

化
活
動
を
積
極
的
に
振
興
し
、
市
民
の

郷
土
愛
の
意
識
を
啓
発
し
ま
す
。

ま
た
、
総
合
会
館
や
郷
土
資
料
館
な

ど
活
動
の
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
充

実
を
図
り
、
新
た
な
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
新
市
に
ふ
さ
わ

し
い
新
た
な
文
化
の
醸
成
と
発
信
に
取

り
組
み
ま
す
。

（
5
）
ス
ポ
ー
ツ
･
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進

運
動
場
や
体
育
館
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
整
備
充
実
に
努
め
、
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
の
開
催
、
指
導
者
の
育
成
な

ど
を
通
じ
て
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活
か

し
た
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
キ
ャ
ン
プ

【
基
本
方
向
】

誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
が
連
携
し
た
支
援

体
制
の
中
で
地
域
の
人
と
共
に
支
え
あ

い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
制
施
行
に
伴
い
福
祉
事
務
所
を
設

置
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
し

た
総
合
的
な
福
祉
施
策
の
展
開
を
進
め
、

社
会
変
化
に
対
応
し
た
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
施
策
の
方
針
】

（
1
）
健
康
づ
く
り
の
推
進

母
子
保
健
事
業
、
成
人
・
老
人
保
健

事
業
や
各
種
検
診
の
充
実
、
保
健
・
医

療
の
連
携
に
よ
る
相
談
体
制
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

ま
た
、
人
々
の
健
康
志
向
が
高
ま
る

な
か
で
、
静
岡
県
が
進
め
る
フ
ァ
ル
マ

バ
レ
ー
構
想
と
連
携
し
、
地
域
資
源
で

あ
る
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
推

進
な
ど
誰
も
が
自
主
的
な
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
め
る
よ
う
環
境
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
2
）
地
域
福
祉
の
充
実

学
校
教
育
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
習
を
充
実
し
地
域
福
祉
へ
の
理
解
を

高
め
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
地
域
福
祉
を
支
え
る
人
材

の
育
成
や
団
体
の
組
織
化
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
・

児
童
委
員
、
各
種
団
体
な
ど
と
の
連
携

2

誰
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

場
な
ど
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
が
気
軽
に
楽
し
め
る
健
康
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
や
、
施
設
利
用
手
続
き
の
簡

素
化
な
ど
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め

る
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

（
6
）
国
際
化
へ
の
対
応

海
外
と
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な

ど
の
推
進
や
情
報
交
流
、
国
際
交
流
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
、
外
国
人
と

の
国
際
交
流
の
機
会
を
拡
大
す
る
と
と

も
に
小
学
校
か
ら
の
国
際
理
解
教
育
の

充
実
を
図
り
、
外
国
人
と
の
多
彩
な
交

流
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
留
学
生
や
研
修
生
の
受
け
入

れ
態
勢
を
整
備
し
、
施
設
の
案
内
板
や

刊
行
物
の
外
国
語
表
記
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
外
国
人
と
共
生
す
る
地

域
社
会
を
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

施　　策 主　要　事　業　概　要
地域を担う人づく
りの推進

伊豆未来塾（仮称）の創設

生涯学習の推進 図書館ネットワーク化事業、図書及び情報機器の整備、
生涯学習推進計画の策定、公民館講座の推進

学校教育の充実
小中学校の改修整備、教育内容の充実、幼稚園の整備
充実、遠距離通学対策、学校給食施設の整備、ボラン
ティア学習・体験学習の推進

歴史文化の保存と
継承

各種文化事業の推進、史跡・文化財の保護、総合会館
の維持補修、郷土資料館の整備

スポーツ・レクリ
エーションの推進

各種スポーツ大会の開催、スポーツ施設の改修整備

国際化への対応 国際交流事業の推進、国際理解教育の充実

具体的施策（創造力ある人づくり）
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新市建設計画　
を
強
化
し
、
介
護
に
対
す
る
相
談
体
制

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
拠
点
と

な
る
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、

地
域
団
体
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
よ
る
総
合
的
な
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
努
め
ま
す
。

（
3
）
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
家
庭
や
地
域

で
、
生
き
が
い
を
も
ち
自
立
し
た
生
活

を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
相
談
・
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
に
努
め
ま
す
。

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
て
日

常
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
を
図
る

と
と
も
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
な
ど
高
齢
者
の

生
活
を
支
援
す
る
施
設
の
整
備
拡
充
を

図
り
ま
す
。

（
4
）
障
害
者
福
祉
の
充
実

障
害
の
あ
る
人
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
、
豊
か
で
安
心
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
等
の
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
生

活
寮
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
住
ま
い
、

授
産
施
設
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
日
中

活
動
の
場
、
相
談
支
援
体
制
等
と
と
も

に
、
医
療
費
助
成
や
重
度
の
障
害
の
あ

る
人
向
け
の
更
正
援
護
施
設
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

（
5
）
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
の
充
実

幼
稚
園
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

保
育
施
設
の
適
正
な
配
置
を
図
る
と
と

も
に
、
延
長
保
育
や
一
時
保
育
な
ど
の

な
水
を
確
保
し
、
安
定
供
給
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と

河
川
等
公
共
用
水
域
の
水
質
を
保
全
す

る
た
め
、
公
共
下
水
道
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

（
4
）
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実
、

交
通
安
全
の
推
進

火
災
や
交
通
事
故
、
自
然
災
害
等
か

ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

現
在
二
組
合
体
制
と
な
っ
て
い
る
消
防

・
防
災
体
制
を
早
急
に
統
一
し
ま
す
。

ま
た
、
防
災
計
画
を
策
定
し
、
防
災

施
設
、
資
機
材
の
整
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
な
ど
を

生
か
し
た
消
防
・
防
災
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
教
育
を
徹
底
し
、

歩
道
の
整
備
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
設
置
を
通
じ
て
安
全

な
交
通
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

（
5
）
公
園
・
広
場
の
整
備
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進

地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
遊
び
、
地
域
の
人
が
憩
い
の
場
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
公
園
・
広

場
の
整
備
を
進
め
、
市
民
参
加
に
よ
る

維
持
管
理
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
歩
車
道
の
段
差
解

消
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
思
想
に
基

づ
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

（
6
）
住
宅
の
整
備

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
し
っ
と
り

と
し
た
趣
の
あ
る
街
並
み
は
新
市
の
魅

力
の
一
つ
で
す
。
歴
史
的
建
造
物
を
保

存
し
、
景
観
に
配
慮
し
た
新
市
に
ふ
さ

わ
し
い
住
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

【
基
本
方
向
】

住
む
に
も
訪
れ
る
に
も
心
地
よ
い
環

境
の
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
自
然

環
境
の
保
全
と
活
用
を
進
め
、
資
源
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
一
人
ひ

と
り
が
環
境
に
負
荷
の
少
な
い
暮
ら
し

を
心
が
け
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人

々
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ

う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
自
然
が
も
つ
多
面
的
な

機
能
を
理
解
し
、
地
球
環
境
の
大
切
さ

を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
ご

み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
上
下
水
道
を
整
備
し
、
消
防

・
防
災
機
能
の
強
化
、
救
急
体
制
の
充

実
を
図
り
、
ふ
れ
あ
い
や
ゆ
と
り
の
感

じ
ら
れ
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
施
策
の
方
針
】

（
1
）
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

新
市
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

い
ま
す
。
天
城
山
系
や
駿
河
湾
な
ど
豊

か
な
自
然
に
親
し
む
た
め
の
遊
歩
道
整

備
や
森
林
の
多
面
的
機
能
を
保
持
す
る

た
め
の
育
林
や
間
伐
な
ど
森
林
の
整
備

を
す
す
め
る
と
と
も
に
河
川
や
海
岸
・

海
域
の
環
境
保
全
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
残
し
て

い
る
里
山
や
海
岸
の
保
全
、
整
備
に
努

め
、美
し
い
自
然
景
観
を
維
持
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
森
づ

く
り
体
験
な
ど
の
学
習
の
機
会
を
設
け
、

環
境
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
2
）
環
境
衛
生
の
充
実

ご
み
減
量
の
啓
発
や
生
ご
み
堆
肥
化

の
促
進
に
よ
り
、
ご
み
減
量
を
推
進
す

る
と
と
も
に
分
別
収
集
を
徹
底
さ
せ
る

な
ど
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
ほ
か
、

監
視
員
制
度
や
条
例
制
定
な
ど
不
法
投

棄
防
止
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
し
て
い
る
ご
み
処
理

施
設
に
つ
い
て
は
恒
久
的
な
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
り
、
新
た
な
枠
組
み
の

な
か
で
、
環
境
に
配
慮
し
た
ご
み
処
理

施
設
を
整
備
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
し
尿
、
生
活
排
水
対
策

と
し
て
集
落
排
水
事
業
等
地
域
に
応
じ

た
施
策
を
実
施
す
る
ほ
か
、
火
葬
場
施

設
の
老
朽
化
や
新
市
へ
の
合
併
に
対
応

す
る
た
め
新
た
な
斎
場
の
建
設
を
行
い

ま
す
。

（
3
）
上
下
水
道
の
整
備

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
水
道
施
設
の

統
合
整
備
・
維
持
管
理
を
通
じ
て
豊
か

施　　策 主　要　事　業　概　要

健康づくりの推進 健康づくり推進事業、住民健診事業、温泉利用健康増
進事業

地域福祉の充実 社会福祉協議会補助、ボランティア教育の充実、総合
福祉センター整備

高齢者福祉の充実 シルバー人材センター補助、在宅介護支援センター事
業、デイサービスセンター整備、生活支援ハウス整備

障害者福祉の充実 障害者医療費助成事業、在宅福祉事業

少子化対策、子育
て支援の充実

保育所運営事業、保育所施設の改築・補修、子育て支
援センターの整備充実、放課後児童クラブ事業

3

住
む
に
も
訪
れ
る
に
も

心
地
よ
い
環
境
の
ま
ち
づ
く
り

施　　策 主　要　事　業　概　要

自然環境の保全と
活用

竹林整備事業、花づくり推進事業、水源涵養林保全事
業、里山整備事業、遊歩道整備事業、森林ボランティ
ア交流推進事業

環境衛生の充実
ごみ処理施設整備事業、し尿処理施設整備事業、農業
集落排水施設整備事業、合併浄化槽助成事業、特定地
域生活排水処理事業、斎場建設事業

上下水道の整備 上水道老朽管整備事業、配水池整備事業、上水道統合整備
事業、特定環境保全公共下水道整備事業

消防・救急体制の充
実、交通安全の推進

消防・防災無線統合事業、消防設備の整備、交通安全
施設整備事業、田方南消防署建設事業、土肥支署建設
事業

公園・広場の整備、
ユニバーサルデザ
インの推進

公園整備事業、公共施設バリアフリー化事業

住環境の整備 市営住宅の改修、補修、宅地造成事業

保
育
内
容
の
充
実
や
保
育
施
設
の
充
実

を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
、
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
や
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
を
支
援

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運

営
や
乳
幼
児
医
療
費
扶
助
、
各
種
手
当

の
充
実
な
ど
を
通
じ
総
合
的
な
子
育
て

支
援
を
進
め
ま
す
。

（
6
）
低
所
得
者
福
祉
の
充
実

市
制
の
施
行
に
伴
い
新
た
に
低
所
得

者
福
祉
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

民
生
・
児
童
委
員
と
連
携
し
生
活
保
護

制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
り
生
活
支
援

を
行
う
。
ま
た
、
社
会
参
加
と
自
立
化

を
促
進
し
ま
す
。

具体的施策（誰もがいきいき暮らせるまちづくり）

具体的施策（住むにも訪れるにも心地よい環境のまちづくり）
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5

活
力
の
源
と
な
る
安
全
で
都
市

機
能
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

新市建設計画　

め
、
観
光
交
流
産
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

（
2
）
農
林
水
産
業
の
振
興

農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
農
業
用

用
排
水
路
の
整
備
や
農
林
道
整
備
、
漁

港
施
設
の
整
備
な
ど
生
産
流
通
基
盤
の

強
化
を
図
り
、
生
産
の
効
率
化
と
安
定

化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
生
産
・
流
通
・
販
売

戦
略
の
構
築
に
よ
っ
て
ワ
サ
ビ
、
シ
イ

タ
ケ
な
ど
の
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
経
営
を
安
定
化
し
、
後
継
者
や

生
産
者
団
体
を
育
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
林
水
産
業
の
担
い
手
と

な
る
人
材
の
育
成
や
確
保
の
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
、
観
光
業
と
の
連
携
を
図
り
市
民
農

園
な
ど
市
民
と
農
林
水
産
業
の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
整
備
・
拡
充
し
ま
す
。

こ
の
他
、
農
林
業
の
生
産
安
定
対
策

と
し
て
有
害
鳥
獣
対
策
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

（
3
）
商
工
業
の
振
興

バ
ラ
ン
ス
あ
る
産
業
構
造
の
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
伊
豆
地
域
の
東
西
、
南

北
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
基
盤
を
整
備

し
、
工
業
、
流
通
業
の
立
地
促
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
新
市
の
魅
力
あ
る
商

業
空
間
を
創
造
し
て
い
く
た
め
、
修
善

寺
駅
周
辺
整
備
な
ど
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
商
店
街

振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
既
存
商
店
街
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
工
業
に
お
い
て
は
、
異
業

種
交
流
を
促
進
し
、
先
端
的
な
技
術
や

知
的
資
源
の
集
約
に
よ
っ
て
新
た
な
分

野
を
生
み
出
し
、
地
域
に
お
け
る
雇
用

の
確
保
、
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

（
4
）
新
産
業
の
育
成

【
基
本
方
向
】

地
域
の
活
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
そ
の
質
を
高
め
な
が
ら
内

外
に
向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
、
地
場
産
業

を
振
興
し
つ
つ
、
新
た
な
産
業
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
観
光
交
流
産
業
に
お
い

て
は
、
新
市
に
点
在
す
る
観
光
資
源
の

連
携
強
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
健
康
・
癒
し
等

を
テ
ー
マ
と
し
た
農
林
水
産
業
や
保
健

・
医
療
と
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
観
光

地
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
農
林

水
産
業
に
お
い
て
は
、
生
産
・
流
通
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
特
産
品
の
開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
商
工
業
に
お
い

て
は
既
存
商
店
街
魅
力
づ
く
り
な
ど
の

活
性
化
対
策
や
異
業
種
交
流
を
推
進
し

ま
す
。

【
施
策
の
方
針
】

（
１
）
観
光
交
流
産
業
の
振
興

新
市
を
訪
れ
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
魅
力
づ
く
り
を
推
進
し
、
観
光
地

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
・
歴
史
・

文
化
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
促
進

し
、
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
癒
し
な
ど
の
テ

ー
マ
性
が
あ
る
地
域
の
魅
力
を
活
か
し

た
滞
在
保
養
型
の
観
光
地
づ
く
り
を
進

【
基
本
方
向
】

多
く
の
人
が
集
い
、
賑
わ
い
と
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
交
流

と
連
携
の
拠
点
と
し
て
の
都
市
基
盤
の

整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
広
域
幹
線
道
路
や
新
市

内
の
拠
点
を
結
ぶ
連
絡
道
路
、
生
活
道

路
な
ど
道
路
網
の
整
備
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
鉄
道
・
バ
ス
・
船
舶
な
ど
交

通
体
系
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
防
災
基
盤
、
情
報
基
盤
の
整

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
と

調
和
し
た
美
し
い
都
市
景
観
の
形
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

【
施
策
の
方
針
】

（
１
）
交
通
基
盤
の
整
備

幹
線
道
路
の
整
備
は
伊
豆
地
域
の
交

流
拠
点
を
目
指
す
新
市
に
と
っ
て
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
伊
豆
縦

貫
自
動
車
道
天
城
北
道
路
の
早
期
整
備

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
国
道
一
三
六

号
、
県
道
伊
東
・
西
伊
豆
線
、
県
道
修

善
寺
・
天
城
湯
ヶ
島
線
、
県
道
沼
津
・

土
肥
線
、
県
道
中
大
見
・
八
幡
野
線
な

ど
の
ほ
か
、
地
域
間
を
結
ぶ
林
道
矢
熊

・
筏
場
線
、土
肥
港
の
整
備
を
促
進
し
、

新
市
に
お
け
る
東
西
南
北
の
交
通
基
軸

の
確
立
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
天
城
北

道
路
の
整
備
に
伴
う
関
連
道
路
の
整
備

や
修
善
寺
駅
周
辺
の
渋
滞
解
消
、
身
近

な
生
活
道
路
の
整
備
を
通
じ
て
地
域
交

通
の
円
滑
化
を
図
り
、
住
民
生
活
の
利

便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
共
交
通
体
系
の
整
備
と

し
て
、
鉄
道
・
バ
ス
・
船
舶
な
ど
公
共

交
通
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
特
に
バ
ス

事
業
に
つ
い
て
は
、
自
主
運
行
バ
ス
の

運
行
な
ど
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
公

共
交
通
の
確
保
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

（
2
）
防
災
基
盤
の
整
備

地
震
・
津
波
・
風
水
害
・
土
砂
災
害

な
ど
自
然
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

施　　策 主　要　事　業　概　要

観光交流産業の
振興

遊歩道整備事業、魅力ある温泉街創出事業、道の駅・
海の玄関口整備事業、観光誘客宣伝事業、グリーン・
ツーリズム推進事業

農林水産業の振興
農業農村整備事業、農林道整備事業、農業交流促進事業、
漁港整備事業、有害鳥獣対策事業、流域公益保全林整備
事業、山村振興対策事業、生産団体強化育成事業

商工業の振興 商工会補助事業、商店街振興事業、地場産業の育成強化

新産業の育成 起業家支援制度の創設、ウェルネス産業の育成

施　　策 重　要　事　業　概　要

交通基盤の整備
天城北道路アクセス道路建設事業、基幹道路改良事業、
施設連絡道路改良事業、集落間道路改良事業、バス路
線維持対策事業

防災基盤の整備
河川改修事業、砂防・地すべり対策、急傾斜地崩壊対
策、治山事業、地震対策事業、津波対策事業、海岸保
全事業

市街地の整備 修善寺駅周辺整備事業、牧之郷駅周辺整備事業

情報通信基盤の
整備

地域情報通信網整備事業

4

地
域
の
活
力
を
い
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
や

地
域
の
特
性
を
い
か
し
た
市
営
住
宅
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
優
良
宅
地
の
造
成
等
、
定
住

人
口
の
増
加
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

静
岡
県
が
推
進
す
る
フ
ァ
ル
マ
バ
レ

ー
構
想
と
連
携
し
、
豊
か
な
森
林
や
温

泉
と
運
動
・
健
康
・
医
療
の
分
野
な
ど

様
々
な
施
設
・
資
源
を
活
用
し
た
ウ
エ

ル
ネ
ス
産
業
を
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
起
業
家
支
援
制
度
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
市
な
ら
で

は
の
新
産
業
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

具体的施策（地域の活力をいかしたまちづくり）

た
め
、
河
川
改
修
や
海
岸
保
全
、
砂
防

・
地
す
べ
り
対
策
・
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
、治
山
等
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
3
）
市
街
地
の
整
備

修
善
寺
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
電
車
・

バ
ス
の
結
節
点
と
し
て
市
民
の
利
便
性

も
高
い
こ
と
か
ら
、
新
市
に
ふ
さ
わ
し

い
都
市
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

牧
之
郷
駅
周
辺
の
遊
休
地
対
策
と
し
て

計
画
的
な
住
宅
、
宅
地
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
都
市
核
を
中
心
と
し
た
周
辺

部
に
お
い
て
も
、
自
然
環
境
な
ど
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
土
地
利
用
を
推
進

し
、
環
境
共
生
型
や
高
齢
者
に
配
慮
し

た
福
祉
対
応
型
の
住
宅
な
ど
、
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
計
画
的
な
住
宅
、
宅
地
の

供
給
を
進
め
ま
す
。

具体的施策（活力の源となる安全で都市機能の充実したまちづくり）



た
行
政
情
報
の

提
供
な
ど
を
積

極
的
に
進
め
、

誰
も
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
で

き
る
開
か
れ
た

行
政
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
行
政
情

報
の
提
供
、
公

共
施
設
の
利
用

予
約
、
図
書
情

報
の
案
内
・
予

約
、
各
種
申
請

・
手
続
、
証
明

書
交
付
・
発
行

な
ど
各
種
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に

よ
っ
て
地
域
情

報
化
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
施
策

の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
策
定
で

の
事
業
効
果
や
必
要
性
の
検
討
な
ど
市

民
参
加
の
検
討
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

②
効
率
的
な
行
政
運
営

行
政
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や

支
所
の
設
置
な
ど
合
併
に
伴
う
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
ま
ね
か
な
い
た
め
の

施
策
を
積
極
的
に
講
ず
る
と
と
も
に
、

専
門
職
員
の
育
成
と
適
正
な
配
置
に
よ

る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
投
資
的
事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
事
業
コ
ス
ト
や
事
業
成
果
を

把
握
す
る
な
ど
行
政
評
価
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
新
た
な
行
政

手
法
を
導
入
し
、
効
率
的
な
財
政
運
営

を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
職
員
の
定
員
管
理
に
あ
た
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○
静
岡
県
は
新
市
の
福
祉
事
務
所
の
設

置
等
に
伴
う
人
的
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
地
方
分
権
推
進
の
た
め
に
、
権
限

移
譲
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

○
静
岡
県
は
、
市
町
村
合
併
特
別
交
付

金
制
度
を
活
用
し
、
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
援
し
て
い
く
。

2

新
市
に
お
け
る
静
岡
県
事
業

右
記
の
表
の
と
お
り
。

【
施
策
の
方
針
】

（
1
）
市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
（
地
域
運
営
）

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
へ

の
意
識
を
高
め
、
世
代
を
超
え
て
交
流

し
、
自
立
的
な
都
市
を
つ
く
る
た
め
、

広
場
や
集
会
施
設
の
整
備
な
ど
を
通
じ

て
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
積

極
的
に
支
援
し
ま
す
。

②
交
流
・
連
携
の
推
進

市
民
が
速
や
か
に
一
体
化
で
き
る
よ

う
新
市
の
地
域
間
の
交
流
・
連
携
を
推

進
し
ま
す
。

③
市
民
参
加
の
推
進

市
民
一
人
ひ
と
り
が
市
政
に
関
心
を

も
ち
、
市
民
と
し
て
の
責
任
が
果
た
せ

る
よ
う
各
種
の
計
画
づ
く
り
や
素
案
策

定
段
階
か
ら
の
市
民
参
加
を
積
極
的
に

進
め
、
市
民
と
行
政
が
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

④
市
民
活
動
の
支
援

福
祉
や
環
境
、
地
域
づ
く
り
、
教
育

な
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
動
し
や
す
い
仕
組
み
や
場
を
提

供
し
、
市
民
の
自
立
的
な
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

⑤
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

男
女
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
そ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
し
、
と
も
に
責
任
を
分
か

ち
合
う
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
市
民

の
意
識
啓
発
に
努
め
ま
す
。

（
2
）
効
率
的
、
効
果
的
な
行
財
政

運
営
の
実
現
（
地
域
経
営
）

①
開
か
れ
た
行
政
の
実
現

情
報
公
開
制
度
の
拡
充
や
、
広
報
誌

の
発
行
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

【
基
本
方
向
】

新
市
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日

常
生
活
を
支
え
る
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
や
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ま

ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
等
へ
の
多
様

な
社
会
参
加
を
通
じ
た
市
民
の
主
体
的

な
活
動
と
効
率
的
、
効
果
的
な
行
財
政

運
営
に
取
り

組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め

に
は
、
地
域

内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動

を
推
進
し
、

市
民
参
加
、

協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
仕

組
み
を
構
築

す
る
と
と
も

に
、
開
か
れ

た
行
政
の
実

現
と
効
率
的

な
行
財
政
運

営
を
進
め
ま

す
。

新
市
は
全
国
有
数
の
観
光
交
流
都
市

と
な
る
こ
と
か
ら
、
交
通
網
の
整
備
を

は
じ
め
と
す
る
次
の
取
組
み
を
静
岡
県

に
要
請
し
ま
す
。

○
静
岡
県
は
、新
市
と
連
携
し
な
が
ら
、

交
通
網
の
整
備
を
中
心
と
し
た
都
市
基

盤
整
備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

新市建設計画　

6

地
域
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

施　　策 主　要　事　業　概　要

市民が主体のまち
づくりの実現

コミュニティ施設整備事業、地域活動支援事業

効率的、効果的な
行財政運営の実現

地域公共ネットワーク事業、公文書資料デジタル化事
業、戸籍事務電子化事業、行政評価検討制度の創設

新
市
に
お
け
る

静
岡
県
事
業
の
推
進

第7章1

静
岡
県
の
役
割

2 新市における静岡県事業（第7章）
施　　策 主　要　事　業　概　要

自然環境の
保全と活用

新市における自然環境の保全・活用を支援する。
○海岸環境整備事業（土肥町小土肥地区）
○生活環境保全林整備事業（天城湯ヶ島町本柿
木地区）

農林水産業の
振興

農林業振興の基盤となる広域的な農林道の整
備を推進し新市における農林業の振興を支援す
る。○中山間総合整備事業の推進（中伊豆やす
らぎ地区、修善寺地区、天城湯ヶ島地区）
○一般農道整備事業（中伊豆・修善寺、土肥中
央）○林道整備事業（土肥戸田線、達原線、上
池線）○土地改良総合整備事業（土肥南部地区）

交通基盤の整備

合併後の新市の交通基盤の骨格となる次の国
道や主要県道の整備を推進する。

○伊豆縦貫自動車道天城北道路アクセス道路整
備　○国道136号改良事業　○県道伊東・西伊
豆線整備　○県道修善寺・天城湯ヶ島線整備

防災基盤の整備

急傾斜地対策や治山事業などを実施し、新市
における災害防止を支援する。
○急傾斜地崩壊対策事業（土肥町馬場地区ほか）
○県営治山事業（天城湯ケ島地区ほか）
○津波対策事業（土肥町八木沢地区）

（
4
）
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
対
応
し
、

高
速
回
線
の
整
備
な
ど
情
報
通
信
基
盤

を
整
備
し
、
行
政
、
医
療
、
福
祉
、
産

業
、
文
化
等
日
常
生
活
や
産
業
分
野
で

の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
の
促
進

に
よ
り
地
域
の
文
化
や
産
業
の
活
性
化

を
誘
導
し
ま
す
。

っ
て
は
、
新
規
の
行
政
需
要
に
対
し
て

職
員
の
配
置
転
換
に
よ
っ
て
対
応
し
、

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
定
員
管
理
の

適
正
化
を
図
り
ま
す
。

具体的施策（地域が主体のまちづくり）

こ
の
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画

（
新
市
建
設
計
画
）
は
、
冊
子
と

し
て
皆
さ
ま
の
世
帯
に
配
布
い
た

し
ま
す
。
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新市建設計画　

財
政
計
画

第8章区　分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

地 方 税 4,618 4,521 4,458 4,484 4,515 4,543 4,572 4,600 4,630 4,660

地方譲与税 261 265 269 273 277 281 285 290 294 298

利子割交付金 32 32 32 32 32 32 32 32 32 32

地方消費税
交付金 340 340 340 340 340 340 340 340 340 340

ゴルフ場利用
税交付金 166 163 161 160 159 158 157 156 155 154

自動車取得税
交付金 182 182 182 182 182 182 182 182 182 182

地方特例
交付金 118 121 124 127 129 131 133 135 137 139

地方交付税 4,783 4,677 4,701 4,547 4,698 4,686 4,726 4,749 4,769 4,788

交通安全対策
特別交付金 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

分担金及び
負担金 199 199 198 198 198 198 198 198 198 198

使用料及び
手数料 831 831 831 832 832 832 832 833 832 833

国庫支出金 1,277 717 863 945 811 867 977 891 852 835

県支出金 1,298 1.398 717 808 743 744 742 713 665 555

財産収入 42 42 42 42 44 43 41 41 41 41

寄 付 金 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

繰 入 金 33 691 1,083 543 562 245 251 291 437 318

繰 越 金 411 411 411 411 411 411 411 411 411 411

諸 収 入 353 353 353 353 353 353 353 353 353 353

地 方 債 3,638 3,042 2,423 1,698 1,672 1,689 1,510 1,127 1,027 1,161

合　計 18,594 17,997 17,200 15,987 15,970 15,747 15,754 15.354 15.367 15,310

区　分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

人 件 費 3,593 3,545 3,480 3,382 3,250 3,146 3,040 2,893 2,770 2,664

扶 助 費 884 892 899 908 916 931 946 961 976 993

公 債 費 3,014 2,298 2,174 2,110 2,090 2,000 2,059 1,933 1,952 2,040

物 件 費 3,152 3,073 2,996 2,921 2,848 2,777 2,565 2,603 2,642 2,682

維持補修費 90 90 91 91 92 95 96 96 97 98

補助費等 1,903 1,855 1,809 1,764 1,719 1,676 1,884 1,909 1,934 1,959

繰 出 金 1,843 1,809 1,777 1,746 1,716 1,687 1,659 1,633 1,608 1,584

積 立 金 578 578 578 578 578 578 578 578 578 578

投資・出資・
貸付金 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13

普通建設
事業費 3,524 3,844 3,383 2,474 2,748 2,844 2,914 2,735 2,797 2,699

合　計 18,594 17,997 17,200 15,987 15,970 15,747 15,754 15,354 15,367 15,310

1 歳　入

2 歳　出

（単位：百万円）




